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古
く
は
「
泉
河
」
と
称
さ
れ
た
木
津
川
は
、
南
都

奈
良
と
京
都
を
む
す
ぶ
水
上
交
通
の
動
脈
で
し
た
。

鈴
鹿
山
脈
南
の
布
引
山
地
を
源
流
と
し
、
伊
賀
盆
地

か
ら
西
へ
流
れ
、
木
津
で
大
き
く
北
へ
向
き
を
変
え

て
八
幡
で
淀
川
と
合
流
し
ま
す
。
こ
の
木
津
川
流
域

の
山
里
に
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
以
来
の
法
灯
を
伝

え
る
寺
院
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
平
安
後
期
の
九
体
阿
弥
陀
堂
の
残
る
浄じ
ょ
う
る
り
で
ら

瑠
璃
寺
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
印
象
的
な
岩が
ん

船せ
ん

寺じ

、
弥

勒
磨
崖
仏
で
知
ら
れ
る
笠か
さ

置ぎ

寺で
ら

、
国
宝
五
重
塔
の

あ
る
海か
い
じ
ゅ
う
せ
ん
じ

住
山
寺
、
古
仏
の
収
蔵
庫
で
あ
る
神じ
ん

童ど
う

寺じ

、

銅
造
釈
迦
如
来
坐
像
で
有
名
な
蟹か
に

満ま
ん

寺じ

、
国
宝
　

十
一
面
観
音
の
あ
る
観
音
寺
、
一
休
宗
純
ゆ
か
り
の

酬し
ゅ
う
お
ん
あ
ん

恩
庵
（
一
休
寺
）、
千
手
観
音
像
が
あ
る
寿じ
ゅ

宝ほ
う

寺じ

、

宇
治
田
原
の
古
刹
禅ぜ
ん
じ
ょ
う
じ

定
寺
な
ど
、
京
都
府
内
で
は

京
都
市
に
次
い
で
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
有
す
る
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た

寺
院
跡
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
も
発
掘
調
査
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
各
寺
院
の
格
別
の
ご
配
慮
の

も
と
、
伝
来
し
た
仏
像
を
は
じ
め
、
絵
画
・
書
跡
・

工
芸
作
品
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
文
化
財
を

紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
古
墳
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡

や
、
寺
院
跡
出
土
の
古
瓦
類
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示

し
、
南
山
城
の
歴
史
と
風
土
を
ひ
も
と
き
ま
す
。
奈

良
的
な
要
素
と
、
京
都
的
な
要
素
が
融
合
し
た
仏
教

文
化
の
様
相
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
に
触
れ

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

次
頁
よ
り
、
ご
出
陳
い
た
だ
く
寺
院
の
う
ち
、
い

く
つ
か
を
選
ん
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。（
m
）

◀

南
み な み

山
や ま

城
し ろ

の古寺巡礼
特別展覧会

笠置寺の虚空蔵菩薩磨崖仏

笠置山と木津川

山城大橋から南に木津川を望む
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コ
ラ
ム

南
山
城
と
一
休
宗
純

羽
田
聡

室
町
幕
府
に
仕
え
た
蜷
川
親
元
と
い
う
人
は
、
途
中
を
欠

く
も
の
の
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
か
ら
文
明
十
七
年

（
一
四
八
五
）
に
か
け
、『
蜷
川
親
元
日
記
』
と
い
う
日
記
を
残

し
ま
し
た
。
そ
の
文
明
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
の
記
事
を

み
る
と
、「
一
休
和
尚
、
八
十
八
歳
、
城
州
薪
に
お
い
て
涅
槃

す
」（
原
文
は
漢
文
）
と
あ
り
、
禅
僧
・
一
休
宗
純
（
写
真
１
、

一
三
九
四
〜
一
四
八
一
）
が
山
城
薪
村
の
酬
恩
庵
に
て
八
十
八

歳
で
示じ

寂じ
ゃ
くし
た
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
そ
う
、
南
山
城
の
酬
恩
庵

（
通
称
は
一
休
寺
）
は
、
か
の
一
休
が
晩
年
を
過
ご
し
、
臨
終

を
む
か
え
た
場
所
な
の
で
す
。

「
こ
の
は
し
渡
る
べ
か
ら
ず
」、
あ
る
い
は
「
屏
風
の
虎
」
な

ど
で
広
く
知
ら
れ
た
頓
知
の
一
休
さ
ん
の
死
亡
記
事
に
し
て
は

何
と
な
く
味
気
な
い
、
と
意
外
に
思
わ
れ
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、頓
知
の
一
休
さ
ん
は
江
戸
時
代
以
降
、

爆
発
的
に
広
ま
っ
た
作
り
話
で
、
お
な
じ
時
代
の
記
録
な
ど
に

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
み
せ
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
に
弟
子
の
記
し
た
年

譜
、
自
身
の
詩
文
集
『
狂
き
ょ
う
う
ん
し
ゅ
う

雲
集
』（
写
真
２
）や
『
自じ
か
い
し
ゅ
う

戒
集
』
が

足
跡
や
考
え
方
を
知
る
重
要
な
証
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
一
休
と
南
山
城
と
の
関
わ
り
は
康
正
二

年
（
一
四
五
六
）、
妙
勝
寺
と
い
う
寺
の
堂
に
遠
い
師
に
あ
た

る
南
な
ん
ぽ
じ
ょ
う
み
ょ
う

浦
紹
明
（
大
応
国
師
）
の
木
像
を
安
置
し
た
こ
と
に
は
じ

【
海
住
山
寺
】

　

恭く

仁に

宮
跡
を
見
お
ろ
す
山
上
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
寺

院
は
、
鎌
倉
時
代
初
め
に
興
福
寺
の
解げ

脱だ
つ

上
人
貞じ
ょ
う
け
い慶

（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
ま
し

た
。
貞
慶
は
法
然
と
対
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
従
来

の
仏
教
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。
国
宝
の
五

重
塔
を
は
じ
め
文
化
財
の
宝
庫
と
し
て
名
高
い
寺
院
で

す
が
、
今
回
の
展
覧
会
に
際
し
て
新
た
に
当
館
が
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
新
発
見
の
成
果
を
含
め
て
の
名
品
の

公
開
に
期
待
下
さ
い
。（
o
）

【
禅
定
寺
】

宇
治
田
原
町
に
位
置
す
る
禅
定
寺
は
、
十
一
面
観
音

を
本
尊
と
す
る
古
刹
で
す
。
十
世
紀
の
末
に
東
大
寺
の

平
崇
上
人
に
よ
っ
て
、
藤
原
摂
関
家
の
援
助
の
も
と
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
。
古
来
よ
り
こ
の
一
帯
は
山
岳
修
行

の
場
と
し
て
し
ら
れ
て
お
り
、
奈
良
か
ら
近
江
へ
と
抜

け
る
道
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。
本
堂
の
完
成
は
長
徳
元

年
（
九
九
五
）
の
こ
と
で
、
現
本
尊
も
同
時
期
に
造
立

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
東
大
寺
と
関
係
が
深
か
っ
た
禅

定
寺
で
す
が
、
近
世
に
入
り
月
舟
和
尚
に
よ
っ
て
再
興

さ
れ
、
曹
洞
宗
と
な
り
ま
し
た
。（
a 
）

【
笠
置
寺
】

後
醍
醐
天
皇
が
反
鎌
倉
幕
府
の
兵
を
挙
げ
た
地
と
し
て
、
戦
前
は
修
学

旅
行
定
番
の
観
光
地
で
あ
っ
た
笠
置
寺
。
も
と
は
奈
良
時
代
に
遡
る
山
岳

信
仰
の
聖
地
で
、
巨
大
な
花
崗
岩
に
彫
ら
れ
た
弥
勒
如
来
の
磨ま

崖が
い

像
が
本

尊
で
す
。
惜
し
く
も
戦
火
に
よ
り
表
面
が
剥
離
し
そ
の
像
容
は
う
か
が
え

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歴れ
き

世せ
い
、
信
仰
が
捧
げ
ら
れ
て
き
た
地
で
あ
り
、

仏
教
美
術
の
優
品
が
な
お
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
険
阻
な
山
上
の
宝
物
館
か

ら
の
一
時
の
公
開
を
お
見
逃
し
な
く
。（
o
）

南
み な み

山
や ま

城
し ろ

の古寺巡礼
平成 26年4月22 日（火）〜 6月15日（日）明治古都館（本館）

重
要
文
化
財　

一
休
宗
純
像　

自
賛　

酬
恩
庵
（
一
休
寺
）
蔵

海住山寺　本堂

特別展覧会

【
山
城
国
分
寺
】

【
現げ

ん

光こ
う

寺じ

】

浄瑠璃寺　三重塔 岩船寺　十三重石塔 現光寺　本堂・収蔵庫

笠置寺　毘沙門堂

青白磁如意頭文香炉・青白磁唐子蓮華唐草文百合口瓶　海住山寺蔵

【
浄
瑠
璃
寺
】

浄
瑠
璃
寺
は
、京
都
と
奈
良
の
境
界
付
近
、

当と
う
の
・
と
う
の
お

尾
と
呼
ば
れ
る
地
に
あ
り
、
南
都
興
福
寺

の
別
所
と
し
て
発
達
し
た
寺
院
で
す
。
別
所

と
は
本
寺
を
離
れ
て
閑
静
な
場
所
で
僧
が
修

行
・
隠
棲
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
寺
院
で
、

浄
瑠
璃
寺
も
幽ゆ
う

邃す
い

の
地
に
あ
っ
て
、
九
体
の

阿
弥
陀
像
が
並
ぶ
本
堂
及
び
三
重
塔
と
庭
園

が
平
安
時
代
の
夢
幻
の
空
間
を
今
日
に
伝
え

て
い
ま
す
。
秘
仏
の
三
重
塔
本
尊
・
薬
師
如

来
坐
像
を
は
じ
め
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
仏

教
美
術
の
優
品
を
堪
能
く
だ
さ
い
。（
o
）

【
岩
船
寺
】
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【
酬
恩
庵
（
一
休
寺
）】

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
も
有
名
な
禅

僧
・
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
〜
一
四
八
一
）
ゆ
か

り
の
寺
院
で
、
一
休
寺
と
通
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
休
は
晩
年
の
多
く
を
こ
こ
で
過
ご
し
、
八
十
八

歳
で
示じ
じ
ゃ
く寂
し
ま
し
た
。
そ
の
名
称
に
は
、
遠
い
師

に
あ
た
る
南
な
ん
ぽ
じ
ょ
う
み
ょ
う

浦
紹
明
（
大
応
国
師
）
の
「
恩
」
に

「
酬む
く

」
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
頂ち
ん

相そ
う
を

は
じ
め
、
所
用
の
尺
八
や
沓
な
ど
、
い
ま
な
お
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
る
一
休
に
ま
つ
わ
る
品
々
が

数
多
く
伝
わ
り
、
こ
の
展
覧
会
で
も
遺
品
の
大
部

分
が
展
示
さ
れ
ま
す
。（
h 
）

【
観
音
寺
】

【
蟹
満
寺
】

狂雲集　酬恩庵（一休寺）蔵

酬恩庵（一休寺）本堂

（執筆者 ※五十音順　a：淺湫 毅、o：大原嘉豊、h：羽田 聡、m：宮川禎一）

禅定寺　本堂

山城国分寺　塔跡

酬恩庵（一休寺）

観音寺　本堂

寿宝寺 神童寺　本堂

蟹満寺　本堂

ま
る
よ
う
で
す
。
そ
の
傍
ら
に
師
の「
恩
」
に
「
酬む
く

」
い
る
の
意

味
を
こ
め
て
酬
恩
庵
を
建
立
し
、
以
後
、
た
び
た
び
こ
こ
を
訪

れ
、
つ
い
に
は
終
焉
の
地
と
な
り
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
、

豊
か
な
歴
史
と
風
土
を
育
ん
だ
南
山
城
を
好
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、
酬
恩
庵
に
は
尺
八
、
直じ
き

綴と
つ
や
沓

な
ど
、
一
休
に
ま
つ
わ
る
遺
品
が
数
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
か
く
一
休
と
い
う
と
、風
狂
を
自
認
し
て
い
た
た
め
か
、

私
た
ち
は
一
風
変
わ
っ
た
行
動
や
言
動
に
目
を
向
け
が
ち
で
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
に
伝
わ
る
遺
品
を
み
る
と
、
じ
つ
に
質
素

で
、
極
限
ま
で
自
己
を
み
つ
め
、
当
時
の
禅
宗
と
政
治
の
世
界

に
正
面
か
ら
対
峙
し
た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

び
の
展
覧
会
「
南
山
城
の
古
寺
巡
礼
」
で
は
、
等
身
大
の
一
休

宗
純
に
出
会
え
ま
す
。

【
寿
宝
寺
】

【
神
童
寺
】

【
浄
瑠
璃
寺
】

　

浄
瑠
璃
寺
は
、京
都
と
奈
良
の
境
界
付
近
、

当と
う
の
・
と
う
の
お

尾
と
呼
ば
れ
る
地
に
あ
り
、
南
都
興
福
寺

の
別
所
と
し
て
発
達
し
た
寺
院
で
す
。
別
所

と
は
本
寺
を
離
れ
て
閑
静
な
場
所
で
僧
が
修

行
・
隠
棲
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
寺
院
で
、

浄
瑠
璃
寺
も
幽ゆ
う

邃す
い
の
地
に
あ
っ
て
、
九
体
の

阿
弥
陀
像
が
並
ぶ
本
堂
及
び
三
重
塔
と
庭
園

が
平
安
時
代
の
夢
幻
の
空
間
を
今
日
に
伝
え

て
い
ま
す
。
秘
仏
の
三
重
塔
本
尊
・
薬
師
如

来
坐
像
を
は
じ
め
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
仏

教
美
術
の
優
品
を
堪
能
く
だ
さ
い
。（
o
）

阿弥陀如来坐像　蟹満寺蔵



◆
東
京
国
立
博
物
館
◆

特
別
展
「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
展
─
名
画
で
た
ど
る
日
本
の
美
」

平
成
26
年
1
月
15	
日
（
水
）〜
2
月
23
日
（
日
）

特
別
展
「
人
間
国
宝
展
─
生
み
出
さ
れ
た
美
、
伝
え
ゆ
く
わ
ざ
─
」

平
成
26
年
1
月
15	
日
（
水
）〜
2
月
23
日
（
日
）

開
山
・
栄
西
禅
師
８
０
０
年
遠
忌
特
別
展
「
栄
西
と
建
仁
寺
」

平
成
26
年
3
月
25
日
（
火
）〜
5
月
18	
日
（
日
）

◆
奈
良
国
立
博
物
館
◆

特
別
陳
列
「
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
」

12	
月
7
日
（
土
）〜
平
成
26
年
1
月
19	
日
（
日
）

特
別
陳
列
「
お
水
取
り
」

平
成
26
年
2
月
8
日
（
土
）〜
３
月
16	
日
（
日
）

◆
九
州
国
立
博
物
館
◆

特
別
展
「
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＊
国
立
博
物
館
の
展
覧
会
＊

平
成
知
新
館
の
開
館
日
が
決
定
し
ま
し
た
！

京
都
国
立
博
物
館
の
新
し
い
顔
、「
平
成
知
新
館
」の
開
館
日
が
平
成
26
年

９
月
13
日
（
土
）に
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
知
新
館
は
、
東
京
国
立
博
物
館
法
隆
寺
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
新
館
を
手
が
け
た
建
築
家
・
谷
口
吉
生
氏
の
設
計
。
直
線
を
基
本
に
京
の
町

屋
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
た
展
示
空
間
で
は
、
収
蔵
品
を
中
心
に
京
文
化

の
神
髄
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、開
放
的
な
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
降
り
そ
そ
ぐ
陽
光
は

訪
れ
る
方
々
を
や
さ
し
く
包
ん
で
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
展

示
室
全
体
を
守
る
免
震
構
造
、
最
新

の
映
像
設
備
を
誇
る
講
堂
、
庭
を
眺

望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
京
博

の
新
し
い
魅
力
が
満
載
で
す
。

あ
と
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
記

念
展
示
で
は
、
収
蔵
の
名
品
の
数
々

を
ご
覧
に
入
れ
る
べ
く
、
準
備
中
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

博
物
館
で
作
品
の
基
本
情
報
を
記
す
際
の
必
須

項
目
に「
員
数
」が
あ
る
。「
員
数
を
揃
え
る
」と
か
、

「
員
数
外
」
と
い
っ
た
形
で
耳
に
す
る
こ
と
も
あ

る
に
は
あ
る
が
、
日
常
会
話
で
は
あ
ま
り
耳
に
し

な
い
言
葉
だ
ろ
う
。「
員
数
」
と
は
ず
ば
り
「
物

の
数
」
で
あ
り
、
作
品
調
書
で
は
、
作
品
の
数
を

意
味
す
る
。

　

日
本
の
美
術
に
は
、三
幅
対
や
六
曲
一
双
な
ど
、

当
初
か
ら
複
数
で
構
成
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

制
作
さ
れ
た
作
品
が
多
く
あ
る
の
で
、
作
品
ひ
と

つ
が
複
数
と
い
う
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。さ
ら
に
、

掛
物
な
ら
ば
「
幅
」、
巻
物
な
ら
ば
「
巻
」、
屏
風

で
あ
れ
ば
「
隻
」
や
「
双
」
な
ど
、
作
品
の
形
状

に
対
応
す
る
助
数
詞
が
定
ま
っ
て
お
り
、
数
は
同

じ
「
一
」
で
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
数
詞
と

の
組
み
合
わ
せ
が
存
在
す
る
。

き
も
の
を
中
心
と
す
る
染
織
品
を
担
当
し
て
い

る
私
が
最
も
多
く
用
い
る
助
数
詞
は
「
領
」。
し

か
し
「
領
」
も
万
能
で
は
な
い
。
漢
和
辞
典
を
見

れ
ば
明
ら
か
な
通
り
、「
領
」
と
は
襟
、
首
を
意

味
す
る
漢
字
で
あ
り
、
首
ま
わ
り
を
覆
う
衣
服
に

用
い
る
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。
袴
や
裳
な
ど
、
下

半
身
に
ま
と
う
衣
服
に
対
応
す
る
助
数
詞
は「
腰
」

で
あ
り
、帯
な
ど
細
長
い
形
状
の
も
の
に
は
「
筋
」

や
「
条
」
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
〇
年
、
袈
裟
に
関
す
る
特
別
展
を
企
画

し
て
い
た
私
は
、
袈
裟
に
ふ
さ
わ
し
い
助
数
詞
に

つ
い
て
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。そ
れ
ま
で
の
私
は
、

右
肩
の
み
を
覆
う
着
装
法
が
一
般
的
な
袈
裟
に
対

し
て
「
領
」
を
用
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
、

当
館
の
作
品
台
帳
に
も
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い

る「
肩
」を
、無
批
判
に
用
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

禅
宗
の
袈
裟
に
関
す
る
文
字
資
料
、具
体
的
に
は
、

手
紙
や
宝
物
目
録
、
箱
書
な
ど
を
通
覧
す
る
に
つ

れ
、「
肩
」
と
い
う
助
数
詞
が
ま
っ
た
く
見
当
た

ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
中
国
・
南
宋
時
代
の
高
僧
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ば
ん

が
、
愛
弟
子
で
あ
る
東
福
寺
開
山
・
円え
ん

爾に

に
贈
っ
た
袈
裟
に
つ
い
て
記
す
自
筆
の
手
紙
に

は
、「
法
衣
一
頂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
正

和
五
年
（
一
三
一
六
）、
円
爾
が
示
寂
し
て
か
ら

三
十
六
年
後
に
記
さ
れ
た
目
録
で
は
、「
法
衣
一

帖
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
袈
裟
の

員
数
を
記
す
に
あ
た
っ
て
「
帖
」
を
助
数
詞
と
す

る
文
献
は
相
当
数
に
の
ぼ
り
、
中
世
の
禅
宗
社
会

で
は
、
こ
の
助
数
詞
は
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た

と
お
ぼ
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
、中
世
か
ら
古
代
に
目
を
転
じ
た
時
、

状
況
は
一
変
し
た
。
光
明
皇
后
が
東
大
寺
大
仏
に

寄
進
す
る
聖
武
天
皇
遺
愛
品
を
書
き
上
げ
た
目

録
「
国
家
珍
宝
帳
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
袈
裟
は

「
領
」、
空
海
が
留
学
先
の
唐
か
ら
も
た
ら
し
た
品

を
記
す
「
御
請
来
目
録
」
に
お
い
て
も
、
師
で
あ

る
恵
果
か
ら
授
け
ら
れ
た
袈
裟
は
「
領
」
と
表
記

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
現
在
、
袈
裟
に
ふ
さ
わ
し
い
助
数
詞

と
し
て
、
私
は
最
も
な
じ
み
深
い
「
領
」
を
用
い

て
い
る
。
漢
字
一
文
字
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
現

代
人
に
も
分
か
り
や
す
く
、
歴
史
的
背
景
に
も
寄

り
添
っ
て
選
ん
だ
こ
の
助
数
詞
に
は
、
さ
さ
や
か

な
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
。

助数詞 考
京都国立博物館教育室長　山川　曉

じょ すう し

Yamakawa Aki

重要文化財　応夢衣　京都国立博物館蔵
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【これからの展覧会】
◆特別展覧会 南山城の古寺巡礼   平成26年4月22日（火）〜6月15日（日）

◆特別展覧会 修理完成記念 国宝 鳥獣戯画と高山寺   平成26年10月7日（火）〜11月24日（月・祝）

【講座・イベント】
《京都国立博物館 特別シンポジウム》
「京博が新しくなります」
日　時：１月 25 日（土）午後12 時30分〜４時
会　場：京都テルサホール（京都市南区東九条下殿田町 70）
聴講料：無料
プログラム :

「京博の過去・現在・未来」　佐々木丞平（館長）
「国宝絵巻の時空に遊ぶ」鬼原俊枝（列品管理室長）
「京都から世界へ─黄金と漆の宝箱─」永島明子（主任研究員）
「東アジア染織の宝蔵・日本」山川　曉（教育室長）
「美を伝えるために—文化財修理の世界—」村上   隆（学芸部長）
特別対談「新しい京博とともに」
井浦　新（俳優・京都国立博物館文化大使）× 佐々木丞平
コーディネーター：村上　隆 

申し込み先：インターネットにて下記お申し込みフォームよりお手続きください。
  http://www.kuba.co.jp/kyohaku201301/

《京都・らくご博物館　春》
日　時：平成 26 年 5月16日（金）午後６時30分 開演
会　場：平成知新館　講堂
※ チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください（平成 26年 3月4日（火）より販売予定）。
申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月〜金の 10〜12 時・13 〜17時に受付  ＊祝日は除く〉
   WEB／ http://www.kyohaku.go.jp　らくご博物館【春】申し込み画面

開館時間	： 展覧会期間中
  9：30 〜 18：00、金曜日は 20：00 まで開館

＊入館は閉館の 30分前まで

観覧料 	：	展覧会ごとに異なります

休館日 	：	月曜日（ただし月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館） 
  12月16日〜平成26年 4月21日まで全館休館です

アクセス	：	 J R＝京都駅下車、市バスD1のりばから100号、D2のりばから
  206・208号系統にて博物館・三十三間堂前下車、徒歩すぐ 
  プリンセスラインバス京都駅八条口のりばから京都女子大学前行
  にて東山七条下車、徒歩1分
  近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行 

きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
  京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分

阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方面行き
  にて七条駅下車、東へ徒歩７分
  駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交

通機関ご利用ください。

〒 605-0931　京都市東山区茶屋町 527　
TEL.075-525-2473（テレホンサービス）　
ホームページ  http://www.kyohaku.go.jp
携帯サイト  http://www.kyohaku.go.jp/i

京都国立博物館は、平成知新館 開館までの間、平常展示を休止し、展覧会期間中のみ開館しております。
平成26年の全館休館は次の通りです。
　平成 25年12月16日〜平成 26 年 4月 21日　6月16日〜 9月12日　　
また、作業車両等通行のため、安全上の観点から、大和大路側の西門（正門）を閉鎖しております。
開館までの間、ご不便、ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

休館のお知らせ




